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＜連絡事項＞

　精神科実地指導項目

　・入院時、どの入院形態であっても必ず入院について告知したという文章を青箋に主治医から記載してもらうようにしてください。

　・隔離のお知らせも説明したという医師の記載が必要なので書いてもらってください。今まで通り、看護師、ソーシャルワーカーの説明をして、記録にも残してください。

　・時間隔離の場合もハンコを押して医師からサインをもらってください。

・田中豊三様の経口摂取に向けての話し合いを12月27日カンファレンスにてソーシャルワ

ーカー、栄養士を含めて行います。現在は、むせ込みなく食事量も摂れてきているが、

誤嚥性肺炎のリスクも高い為です。

＜患者様連絡事項＞

・石塚　文明様～本日、起床後の体温37.3℃で発熱あった為、総合感冒薬処方となっています。

　　　　　　　　発熱がある際は、水分補給とクーリングするなどし、経過観察していきましょう。

・沼端　恵子様～頭痛、腹痛、体温37.3℃ある為、主治医診察にて総合感冒薬処方となっています。十分な水分補給とクーリングにて対応し、他の随伴症状が無いかも観察していきましょう。

・寺地　利代子様～ソーシャルワーカーから家族へ面会要請の電話をしています。弟様（寺地治様）が出られ、正月の面会には来ると話していたとの事です。

・田村　喜七様～腹部膨満・緊満感あり、グリセリン浣腸120ml 2回と摘便の指示とレントゲン施行しています。午前中1回目の浣腸と摘便施行し、硬便中等量あり、自己排泄はほとんどできずにいます。腹満軽減し、本人も「楽になった」と話していますが、午後も浣腸を行ないます。また、レントゲンを施行しましたが、ガスが貯留しているとの事でした。継続して、浣腸を行いましょう。服薬と食事はそのままさせて良いとの事。朝食・昼食は不食しています。水分は適宜促していきましょう。　　　

＜SST評価・検討＞

・福澤　智也様～今週見学として、B1グループへ　参加促してみましょう。

＜隔離室使用患者様検討＞

· 野沢　英貴様～終日隔離中です。昨日の退室時間には周囲を気にする様子あり、落ち着きありません。室内では、臥床し、独語・ニヤツキ・ドア叩きなども見られています。夜間は、中途覚醒なく8時間以上の睡眠はとれています。本日も、午後に退室時間を設けます。強い刺激を避ける為、出来るだけ、他の患者様が作業・治療プログラムに参加している時間帯に退室を促していきましょう。23日朝食後より精神症状鎮静しないことから抗精神病薬臨時で処方となっています。増薬になっている為、歩行時のふらつきや精神症状、室内や退室時の過ごし方を観察していきましょう。

· 中川原　義雄様～昜刺激性強く、大声で叫んだり、独語やまとまりのない発言聞かれて　　　　　　　　　

　　　　　　　　います。精神症状鎮静しないことから本日リントン2A筋肉注射の指示と明日朝食後より、抗精神病薬処方となっています。精神症状や話の内容のまとまりの有無等、夜間の睡眠の観察をしていきましょう。睡眠がとれていない事が多いので介入し、入眠を促していきましょう。

＜作業報告・検討＞

・和田　昌様～些細な刺激に怒り出したり、集中できず、ウロウロしている。自らの帰棟要求はないので、トラブルにならないよう声掛けをしていきます。あまりに興奮や他者への影響が考えられる場合は、病棟へ戻っていただきます。

・北山　幸博様～作業内容はロジックをしています。この１週間は集中できず、表情硬くして暖房の前に立っていること多く、和田様が状態悪いなどと話していることもあります。また、ここ数日、「S・Sというスタッフを捜してる」とのことでスタッフをかけてはへ聞いてきていることがありました。些細なことで機嫌が悪くなるので必要であれば病棟へ戻っていただきます。今の所は自分なりにコントロールしている様子です。

・福澤　智也様～18日から作業導入となっています。見学してもらった所、風景画や皮細工をやりたいと話しています。理屈っぽい発言もあるが、意欲はある様なので、気分転換に作業に来るようにと伝えています。

・阿部　文香様～お母様と作業をする特別プログラムを開始し、今週は、1回行っています。午後に作業のある日は、その後に特別プログラムな為、本人が負担のようです。その為、午後の作業の日（火・木）はいつもの作業の時間は、フリーにホール等で過ごし、特別プログラムを優先して行っていきましょう。慣れてきたら、徐々にお母様と2人だけで作業をして頂きます。お母様は、1回目では、作業を見守っています。状況については、作業療法士が報告とともに青箋に記載しておきますので確認して下さい。お母様には、本人は何が出来て何が苦手なのかを伝えていき、できることを上手く伝えていきます。本人へは集中できる時間を作っていき、指先いじりがないような時間にしていきます。

・12月25日はクリスマス会なので作業はありません。













